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２０１７年１０月３０日 

各 位  

 

会 社 名 株 式 会 社 Ｎ Ｓ Ｄ  

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 今城 義和 

 (コード番号 ９７５９ 東証１部) 

問合せ先 執行役員 経営管理･IR 室長 八木 清公 

(TEL  ０３-３２５７-１２５０) 

 

株式会社プロシップとの資本業務提携に関するお知らせ 

 
当社は、本日開催の取締役会において、株式会社プロシップ（本社：東京都文京区、代表取締役

社長：川久保真由美、以下「プロシップ社」）との間で、資本業務提携を行うことについて決議し、

本日付けで資本業務提携契約を締結しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
   これに関連して、プロシップ社の筆頭株主である取締役会長鈴木勝喜氏から同社の普通株式

1,580,000 株（議決権所有割合 21.3％）を取得する予定です。 

 
記 

 
１．資本業務提携の理由 
   当社は、1969 年の創業以来、システムインテグレーターとして、様々な業種・業態のお客様にソ

フトウエア開発をはじめとして、ソフトウエアプロダクトや運用サービスなどのシステムソリュー

ションサービスを提供して参りました。情報サービス産業を取り巻く環境が変化する中、更なる発

展に向けて、これまで培ってきた受託開発を拡充させる一方、新たな収益基盤として、独自性の高

いサービスやソリューションの提供を柱とする非受託開発分野の強化を推進しています。 
   一方、プロシップ社は、専門的な業務用パッケージシステムと各種の情報処理サービスを提供し

ています。特に、パッケージシステム「ProPlus シリーズ」は、固定資産管理、リース資産管理、

賃貸借契約管理等の分野を中心に展開しており、国内有数のパッケージシステムとして、累計導入

社数は、上場大企業を中心に 4,500 社を超えています。同社の基本理念である”Speciality for 
Customer”を基軸に、企業のグローバル対応に伴うＩＦＲＳ（国際会計基準）導入等の高度化、広

域化、複雑化する市場のニーズに応え、国内および海外に向けての展開を加速させています。 
   このような状況下、当社とプロシップ社は、本資本業務提携により、それぞれの顧客基盤やこれ

までに培った技術力・開発力など経営のリソースを融合し、既存事業拡大における協業、新しい製

品・サービスの共同研究開発、海外市場の開拓などを通じ、両社の企業価値のさらなる向上に取り

組んで参ります。 

 
２．資本業務提携の内容 
（１）業務提携の内容 

両社は以下の内容の業務提携を実施する予定ですが、その具体的な方法及び内容につきましては、

今後も継続して協議を進める予定です。 
①先端テクノロジーの活用も視野に入れた新製品・サービスの共同研究開発 
②海外市場の開拓に向けた連携 
③両社の営業基盤を活用した製品・サービス拡販における協業 
④営業・開発力強化のための人材交流の実施 
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（２）資本提携の内容 
   当社は、プロシップ社の取締役会長鈴木勝喜氏より現金を対価としてプロシップ社の発行済み普

通株式 1,580,000 株（発行済株式数比（自己株式を除く）21.3％、議決権所有割合 21.3％）を市場

外の相対取引により取得する予定です。これにより、プロシップ社は当社の持分法適用関連会社と

なる予定です。 
   また、当社はプロシップ社との間で、2018 年６月下旬開催予定のプロシップ社定時株主総会にお

いて、当社が指名する 1 名を同社非常勤取締役として選任する議案を付議することについて合意し

ています。 

 
３．資本業務提携の相手先の概要 

（１）名称 株式会社プロシップ 

（２）所在地 東京都文京区後楽二丁目３番 21 号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 川久保 真由美 

（４）事業内容 ソフトウエアパッケージ開発・販売 

（５）資本金 431,899 千円 

（６）設立年月日 1969 年４月９日 

（７）大株主及び持株比率 
（2017 年３月 31 日現在） 

鈴木 勝喜 37.11％ 
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 5.94％ 
カブドットコム証券株式会社 5.33％ 
石田 渉 3.74％ 
BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK 
FUND(PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO） 

3.60％ 

KBL EPB S.A. 3.32％ 
長谷部 政利 2.73％ 
株式会社プロシップ 2.47％ 
株式会社光通信 2.20％ 
株式会社インターナル 1.97％ 

（８）上場会社と当該会社 
との間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 当社は当該会社から開発業務を受託しております。 

関連当事者へ

の該当状況 
該当事項はありません。 

（９）当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2015 年３月期 2016 年３月期 2017 年３月期 

 連 結 純 資 産 6,069 百万円 6,620 百万円 7,141 百万円 

 連 結 総 資 産 7,232 百万円 7,789 百万円 8,595 百万円 

 １ 株 当 た り 連 結 純 資 産 810.56 円 878.46 円 967.86 円 

 連 結 売 上 高 3,515 百万円 3,566 百万円 4,112 百万円 

 連 結 営 業 利 益 1,172 百万円 1,245 百万円 1,544 百万円 

 連 結 経 常 利 益 1,181 百万円 1,250 百万円 1,575 百万円 

 
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 
当 期 純 利 益 

746 百万円 817 百万円 1,061 百万円 

 １株当たり連結当期純利益 101.49 円 109.52 円 142.11 円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 40.00 円 40.00 円 50.00 円 

（注）プロシップ社は 2016 年 10 月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割をおこ

なっております。「１株当たり連結純資産」、「１株当たり連結当期純利益」、「1 株当たり配当金」につい

ては 2015 年３月期期首に当該株式分割が行われたと仮定して計算しております。 
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４．日程 

（１）取締役会決議日  2017 年 10 月 30 日 

（２）資本業務提携契約締結日 2017 年 10 月 30 日 

（３）株式譲渡実行日（受渡日）  2017 年 11 月７日 

 
５．今後の見通し 
  本資本業務提携が当期の当社連結業績に与える影響は軽微です。今後、当社の業績に重要な影響を

及ぼすことが明らかになった場合には、速やかに公表いたします。 
以上 

 


